
1 研究するわけ

家の浄水器のカートリッジを交換した時、古い
カートリッジは新しいのと違ってまっ黒だった。
このカートリッジが水をおいしくきれいにしてい
るのだとわかった。このとき、「こす」というのは
どういう意味なのか、またじっさいにこしている
ところを見てみたいと思った。そこで「よごれた
水はどうやったらこせるのか。」「何でこしたらよ
ごれをとってきれいな水になるのか。」を調べてみ
ることにした。活性炭、炭、土、砂、大きさの違
う石、紙、布などを使い、どろ水や油でよごれた
水をこしてみることにした。

2 調べ方

（1）調べる方法
ア　こしきを図のように作る。
①　植木ばちの穴にヘチマをつめる。
②　植木ばちにこす物を入れる。
今回、使用した物…活性炭、炭、土、砂、

細かい石、中くらいの石、大きい石、紙、布。

［図-２　植木ばちに入れたこす物］

イ　よごれた水をそれぞれの植木ばちにびん
１ぱいずつ入れる。

ウ　こされた水を30分後、1日後、2～3日後
に観察する。もとの水とくらべて、こす物
によってきれいになった順番を調べる。

エ　こした水の上ずみの水のすきとおりぐあ
いを調べる。

オ　こす物をよく洗って（紙はとりかえる。）、
べつのよごれた水を同じように実験する。

今回、実験したよごれた水…どろ水、お米の
とぎ水、麦茶、台所洗ざいの入った水、油
よごれの水。

3 実験の予想

（1）炭や活性炭はきれいになるときいたことが
あるから、きれいになると思った。

（2）細かい砂や土はすきまがあまりないので、
ゴミがからまってきれいになると思った。

（［図-３］参しょう）
（3）大きな石はすきまが大きいから、ゴミがそ
のまま下に落ちてきれいにならないと思った。
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10 こす　よごれた水は何でこしたらきれいになるだろうか。
〈 〉

（5）カブトムシの成虫について本や図鑑で調べ
たことをもとに、飼育しているカブトムシに
ついての様子・特徴を調べた。
ア　体の名前
イ　日本列島カブトムシせい息地図
ウ　種類（体長・色・形態）
エ　好きな食べ物
オ　食べた昆虫ゼリーの数

オス２・メス１グループ……69個
オス１・メス２グループ……66個

カ　樹液に集まる虫の強さ調べ
キ　カブトムシの一生

4 考察と結論

１番最初（7月24日）オス１・メス２は、組み合
わせをしてあげたら、すぐにこうびをした。だか
らもう、その時期がきていたんだなと思った。
タイミングが良かったようだ。こうびをする時
に「キッキッ」と声を出してしょっ角と体をふる
わせていた。決めた観察時間（毎日午後９時～９
時半）にこうびをしているのを見たのは、どちら
の組み合わせも１回ずつだった。ゼリーをやる時
間（毎日午後４時～５時）や、夜中（午後11時～
11時半ごろ）なども、こうびをしているのを見た
から規則性は無いということがわかった。
８月１日初めてたまごを発見した時は、うれし
かった。つぶれているのもあった。早くとらない
から成虫につぶされたかもしれない。もったいな
いように思うけれど、いつ生まれるかわからない
のが残念だ。そっとたまご専用の新しいケースに
うつした。

次に8月17日に調べた時は、たまご13個と同時に、
よう虫が６ぴきもいたのにはびっくりした。いつ
のまにかふ化していた。さっそくたまご用のケー
スにうつし、産んだたまごの数の表に６個プラス
した。
7月24日に観察記録をつけはじめて、8月の中ごろ
までは、ゼリーの食べっぷりも良くてきれいに食
べきっていた。たくさん食べる時は、たまごもた
くさん産んでいた。8月20日すぎ、「あれ？病気か
な。それとも足をいたくしたかな。」と気になるく
らい動きがにぶくなってきて、ゼリーを食べる量
も減ってきた。弱ってきたな、もうすぐ死ぬかも
しれないな。そんな気がしていた矢先、そのオス
は死んでしまった。

5 研究をしてみての感想

オス２・メス１の組み合わせのほうがたまごを
たくさん産んだけれど、本当にそのとおりなのか
オス１・メス２のほうは、たまたま体の弱い成虫
だったのかもしれない。来年は、オス３・メス１
の組み合わせなども増やして研究してみたいと思
った。
今年は予想もしない、野生のカブトムシが13び

きも飛んできて、その中でも１ぴき屋久島カブト
ムシが来たからすごいと思った。体の色が赤茶色
の特ちょうがあって、来た時はうれしくてケース
の中に入れた。その後にげられてしまったけれど
にげる前にメスとこうびして、メスがたまごを産
んであるかもしれないから、成虫になるのが楽し
みだ。
現在育っているよう虫が、来年の夏何びき成虫

になれるか、オス・メスになるわり合いは、どの
くらいか楽しみにしている。
屋久島カブトムシがなぜぼくの家に飛んで来た

のか、せい息のはんいは、日本列島のどの辺まで
なのか、また屋久島へ行けばこの赤茶色のカブト
ムシがいっぱい見られるのか調べたり聞いたりし
てみたい。
そのほか、カブトムシがこうびをしているとき

鳴いたけれど、鳴く虫・鳴かない虫、仲間をよび
よせる方法、飛ぶ能力などその他の昆虫とも合わ
せて調べてみたいと思っている。
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うち、16個がよう虫になっている。
オス１・メス２の組み合わせのたまご11個
のうち２個がよう虫になっている。無事育っ
て来年の夏、成虫になるのが楽しみだ。これ
からも飼育をしっかりやって観察を続けるつ
もりでいる。

10月14日　（火） 雨
オス２・メス１グループのよう虫16ぴきを

２つのケースに、８ぴきずつにわけて入れた。
オス１・メス２グループのよう虫２ひきを

１つのケースに、仲良く入れた。



いつもきれいになる活性炭と、いつもきたな
い大きな石とくらべてみたが、かわりはなかっ
た。それは１日おいてもいっしょだった。
（5）油でよごれた水をこす
やはり予想どおり、こすのはむずかしかった。

砂でこしたのが一番きれいだったが油のにおい
がすごくした。炭もそうだった。活性炭や土は
においはしなかったが油がういていた。活性炭
や炭より砂の方がどうしてきれいになるのか不
思議。
油でよごれた水をきれいにこせた順番は次の

表のようになった。

5 分かったこと・発表したこと

結果を表にまとめた。

「こす」とは「何かを通ることでよごれた水が
きれいになること」だということが、じっさい
に自分の目で見てよくわかった。
最初の予想通り、すきまの小さい物の方がよ

ごれをからめとって水をきれいにすることが多
いとわかった。でも、どろ水は土、砂より細か
い石が、油よごれやぬかの水は土より砂の方が
よごれをとったのでどうしてだろうと思った。
活性炭や炭はよごれた水をきれいにする力が

すごいと思った。麦茶の色までとってしまって
びっくりした。
洗剤はどれでこしてもそのまま出てきれいに

することができなかった。

6 感想

（1）炭や活性炭は、どろ水をきれいにする力が
とても強く、予想以上のきれいさだった。炭
は、水をきれいにする以外に、空気をきれい
にしたり、冷蔵庫のにおいをとったり、いろ
いろな役目をしている。炭についてもっと知
りたいと思った。

（2）台所洗剤はこすのがむずかしかった。台所
洗剤を川に流すときれいにするのがむずかし
いから台所洗剤をあまり使わない方がいいと
思った。

（3）油もあまりきれいにこせなかった。台所洗
剤と同じように油もそのまま川に流さない方
がいいと思った。油のついたお皿は洗う前に
紙で拭いてから洗うなどの工夫が大切だと思
った。

（4）こしきのヘチマの穴より小さい土や砂や炭
がそのまま落ちてしまい、それらがしずむの
に時間がかかってしまった。ヘチマの上に油
こし紙か何かをおいたらよかった。

（5）布はもっとこす力が強いと思っていたけど、
どろ水やぬか、油よごれの水を少しこしただ
けだった。さらし布ではなくてもっときめの
細かい布でやったらいいと思った。

（6）紙も種類や厚さをかえると違いが出るだろ
う。

（7）よごれた水がこされて下のビンに一てき一
てき入っていくのを見るのが楽しかった。

（8）わからないことを自分で調べて発見するの
が楽しかった。

（9）浄水器のカートリッジの中を見てみたいな。
どうしてそんなにきれいになるのかなを知り
たいと思った。
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（［図-４］参しょう）

（4）紙や布はすきまが細かいからきれいになる
と思った。

（5）麦茶の色はよごれではないので何でこして
もきれいに透明にならないと思った。

（6）油のよごれはきたないからこすのがむずか
しいのではないかと思った。

（7）きれいにこせると思う順番

4 実験の結果

（1）どろ水をこす
活性炭や炭でどろ水をこすと、炭の色なのか、

にごったままだった。でも、１日おくと黒い部
分が下にしずんですきとおった。土や砂でこす
場合、土や砂が水をすってしまい下に出てこな
い時があった。そのため一度全部ぬらしてから
実験を行った。土でこした水は土けむりでもう
もうとしていたが、１日たつと土がしずんで黄
色っぽいすきとおった水になった。砂でこした
水は砂のモアモアが３日たつときれいにしずん
ですきとおったきれいな水になった。紙の場合、
こすのにとても時間がかかり全部こすのに１日
かかった。こされた水ははじめからすきとおっ
ていた。布の場合、布にゴミはあまりのこらず、
そのまま通ってしまい、何日たってもうすくに
ごっていた。細かい石でこすと黄色いすきとお
った水になった。中くらいの石でこすと茶色く
にごった水だった。大きい石でこすと、ゴミが
一番通りすぎてにごっていた。
どろ水をきれいにこせた順番は次の表のよう

になった。

（2）麦茶をこす
麦茶を活性炭や炭でこすと、半日たつと透明

に近い茶色になった。お茶の色は変わらないと
思っていたので驚いた。土や砂でこすと、麦茶
の色がぬけてうすい茶色になった。紙はきめが
細かすぎるせいか１日たっても少ししかたまら
なかった。布は麦茶よりすこしうすいが茶色。
石はどの大きさも麦茶のままでこせなかった。
麦茶をきれいにこせた順番は次の表のように

なった。

（3）ぬかをとかした水をこす
他のどろ水や麦茶をこした時とはきれいにこ

せるじゅん番がかわった。紙や炭ではぬかをこ
しきることができなかった。ぎゃくに布はぬか
をよくこしとった。活性炭や砂はすきとおるよ
うにはこせなかったが、よくぬかをこすことが
できた。
ぬかをきれいにこせた順番は次の表のように

なった。

（4）台所洗剤の入った水をこす
それもすぐにこせたが、びんにふたをしてふって
みるとこさない水と同じくらい洗剤のあわが出た。
活性炭なら洗剤をこせると思っていたが、どれも
洗剤をこすことはできなかったのでびっくりした。

［図-5 活性炭と大きな石でこした洗剤の入った水をくらべる］
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（［図-４］参しょう）
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